
GCOE ワーキングペーパー 

京都大学における男女共同参画に資する調査研究 8 

 
 
 

 

 

子育て中の保護者を対象とする科学コミュニケーション活動 

 

 

 

 

 

浅井 歩 

（京都大学宇宙総合学研究ユニット・特定助教） 

磯部 洋明 

（京都大学学際融合研究教育推進センター・特定研究員） 

水町 衣里 

（京都大学物質－細胞統合システム拠点・特定研究員） 

 

 

 

 

 

2013 年 2 月 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

京都大学グローバル COE 
「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 

Global COE for Reconstruction of the Intimate and Public Spheres in 21st Century Asia 
 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学大学院文学研究科 
Email: intimacy@socio.kyoto-u.ac.jp  URL: http://www.gcoe-intimacy.jp/ 



 



1 
 

 

 

概要 

 本研究では、「子育て中の保護者」を対象とした研究者による学術講演会を複数回開催し、

参加者へのアンケート調査を通じて大学の学術活動のアウトリーチや科学コミュニケーシ

ョンに対する地域の子育て世代のニーズ調査を行った。また、「子育て」をキーワードにし

た大学と地域社会連携の一つの形として、将来的に京都大学の定常的な事業に発展させて

ゆくための問題点と最適な方法を探った。近年では様々な科学研究の広報普及（アウトリ

ーチ）活動や科学コミュニケーション活動が行われている。しかし、子どもを対象とする

ものはあっても、大人を対象にしてかつ子連れで参加できるものは少ない。そのため、若

者や働き盛り世代へのアピール不足が課題として挙げられている。一方、福島第一原発の

事故以降、放射線に関する不安が特に子どもを持つ保護者の間に急速に広がっていること

など、子育て中の保護者を対象にしたアウトリーチ活動の必要性が高まっている。 

 我々は、昨年度の本研究費に「子育て中の親を対象とするアウトリーチ活動のニーズ調

査」を申請して採択されたが、参加者からこのような活動への強い要望は確認できたもの

の、普段インターネットや大学発の情報にアンテナを張っていない子育て中の保護者への

周知の方法に課題があることが分かった。本研究で行う講演会は、それ自体が社会からの

要請に応える物であり、本研究を通して課題を明らかにした上で、将来的は大学（特に京

都大学）で恒常的に行う事業と成り得るようにと心がけて行った。さらに、子育て中の研

究者や今後子育てをすることになる若手研究員や大学院生に講演者を務めてもらい、地域

の子育てや男女共同参画に対する研究者側の意識を高められるようにした。 

 本年度は、4 回の講演会を企画した（平成 23 年 4 月 10 日、7 月 8 日、平成 24 年 1 月 29

日、2 月 4 日・5 日）。昨年度と同様、講演会の規模・話題・託児形態などを毎回変更しな

がら、複数回開催した。企画したテーマは「放射線」「天文学」「生物多様性」「宇宙」など

であった。託児環境を整えることで、参加者は講演に専念できたようだった。参加者の知

的好奇心を満たすことができたと考えられる。参加者は近隣の住民が多数である一方、遠

方から参加される方もあり、その点からも関心の高さがうかがえた。講演会の参加者を対

象にアンケート調査を実施し、講演会や託児サービスへの満足度調査だけでなく、情報の

入手方法や入手した情報への理解度なども調査した。本研究で実施したアンケート調査か

ら分かったことの一つに、これらの講演会の参加者は「もともと科学への関心が強い」と

いうことが挙げられる。つまり、これらの講演会などイベントに対し普段から興味を持ち

“アンテナ”を張っている人が積極的に参加したものと考えられる。ただし、「放射線」に

ついての講演会は例外であった。このことから、社会的に大きな問題となっているものを

テーマにした場合は、普段は科学にあまり興味が無い層からの参加者が多くなることが分

かった。 
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 今後の課題としては、小さい子どものいる参加者に配慮し、季節的・時期的な要素もイ

ベント日程に反映する必要があること（冬場に開催すると、当日キャンセルとなる参加者

が多い）、自然科学に対して普段アンテナを張っていない人へのさらなる働きかけの方法を

模索することなどがある。 
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1. 本研究のねらいと目的 

 本研究は「子育て中の保護者」を対象とした研究者による学術講演会を複数回開催し、

参加者へのアンケート調査を行い、これにより大学の学術活動のアウトリーチや科学コミ

ュニケーションに対する地域の子育て世代のニーズを調査すると共に、男女共同参画の視

点に立った「子育て」をキーワードにした大学と地域社会連携の一つの形として、将来的

に京都大学の定常的な事業に発展させてゆくための課題と最適な方法を探ることを目的と

している。 

 

 なぜ、「子育て中の保護者」を対象とするのか？ 

 現在、様々な科学研究の広報普及（アウトリーチ）活動や科学コミュニケーション活動

が行われているが、子どもを対象とするものはあっても、大人を対象にしてかつ子連れで

参加できるものは少ない。一方、福島第一原発の事故後、放射線に関する不安が特に子ど

もを持つ保護者の間に広がっており、子育て中の保護者を対象にしたアウトリーチ活動の

必要性が高まっている。 

 

 これまでに見出した課題の解決に向けて 

 我々はこれまでにも本研究計画と同様の講演会を開催し、アンケート調査を行ってきた。

その結果、参加者からは、講演会に参加したことへの充足感やこのような活動に対する強

い要望を確認することができた。一方で、普段インターネットや大学発の情報にアンテナ

を張っていない子育て中の保護者への周知の方法に課題があることが分かった。そこで本

研究では、京都府や京都市の教育委員会にも協力頂き、自治体等を通した広報・周知を行

えるよう、教育委員会の方と相談を進めるなどを検討した。 

 

 何をどのように調査するのか？ 

 今回開催した講演会でも、参加者にアンケート調査を行い、講演会への満足度や要望に

ついて調べた。同時に、大学から発せられる情報に対し、実際に参加した人々がどのよう

な経路でそれらにたどり着いているのか、あるいは普段どのように情報入手のための”アン

テナ”を張っているのかについても調査を行った。加えて、それら入手した情報をきちんと

理解できているのかについても調査した。図 1 にアンケート項目の抜粋を載せる。詳細な

アンケート項目は講演会ごとで異なっている場合があるが、図 1 に挙げる 3 項目は、本研

究で特に調査対象としている内容である。 

 これらはオーストラリア・ヴィクトリア州で行われた世論調査 (Community Interest 

and Engagements with Science and Technology in Victoria Research Report, 2007)を元

に開発された質問事項である（加納, 2012）。この 3 項目回答パターンによって、科学への

関与度に応じた 6 パターンに回答者を区分することができる。 
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図 1：アンケート内容の抜粋。 

 

 また、講演者には、現在子育て中の女性・男性研究者、あるいは今後子育てをするであ

ろう若手研究員や大学院生に務めてもらうよう企画した。このことで、参加者との交流を

通じて地域の子育てや男女共同参画への意識を高めてもらうことも狙った。 

 

 

 

2. 講演会の概要と活動報告 

2.1 企画した講演会の概要 

 企画した講演会の内容は、お子さん（乳幼児）を対象にしたものではなく、大人の知的

好奇心に応え得るようなものとした。企画したテーマは、「放射線」「天文学」「生物多様性」

「宇宙」などであった。また、参加者が気軽に参加でき、講演会に集中してもらえるよう、

子ども同伴可能・託児室完備など、体制を整えた。以下に、具体的な活動報告を順次述べ

る。また、この活動の案内や報告については、http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/usss/kzr/にも

掲載されている。 
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2.2 活動報告 1・子育て中のお母さん・お父さん向け講演会「今、放射線について知ってお

きたいこと」 

 2011 年 4 月 10 日（日）に、京都市こどもみらい館（京都市上京区）において、子育て

中のお母さん・お父さん向け講演会「今、放射線について知っておきたいこと」を開催し

た。講師は、京都女子大学現代社会学部・教授の水野義之さんが務めた（参考資料 1 に講

演会の案内チラシを掲載）。 

 

 当時、福島第一原発の事故を受け、放射線の影響に対する不安が急速に広がった。また、

放射線についてのさまざまな情報が氾濫する中で、それらをどうやって受け止めたら良い

のか、混乱を極めていた。本講演会では、そもそも「放射線」とは何かについて、原子の

構造や同位体といった基礎的な科学知識を交えて、放射線の人体への影響についての解説

を行って頂いた（図 2）。 

 

図 2：2011 年 4 月 10 日の講演会の様子。 

 

 講演会場の後方に子ども用のスペースを用意し、学生ボランティアが子どもさんの相手

をするなどをして、参加者が講演会に集中できるように配慮した（図 3）。今回は親子連れ

の方を中心に 65 名の参加があった。そのうち 62 名（男性 21 名、女性 41 名）から回答を

得た。会場はほぼ満席の状態で、「放射線」という話題が社会的に非常に高い関心事となっ

ていることがうかがえた。講演会当日の様子は新聞紙上でも紹介された（京都新聞 2011 年

4 月 11 日）。 
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図 3：講演会会場後方に設けられた子ども用スペースの様子。 

 

 

2.3 活動報告 2・子育て中のお母さん・お父さん向け講演会「“妊婦と夫による宇宙の話”『宇

宙の謎 消えた反物質』『太陽黒点の内部に迫る！』」 

 今年度第 2 回目の「子育て中のお母さん・お父さん向け天文講演会」を、2011 年 7 月 8

日に京都大学女性研究者支援センター（京都市左京区）において開催した。本講演会の内

容は天文学や宇宙物理学の研究の最前線を紹介するもので、本講演会は日本天文学会が主

催・天文教育普及研究会が共催する「全国同時七夕講演会 2011 

(http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/tanabata/2011/)」の一環としても行われた（参考資料 2

に講演会の案内チラシを掲載）。 

 本研究のねらいの一つである「若手研究者による講演」として、京都大学大学院理学研

究科博士課程の増田孝彦さん・渡邉皓子さんのご夫婦に講師を務めて頂いた。特に渡邉さ

んは、講演会当日は妊娠 7 カ月であり、講演会後に行われた参加者・主催者・講演者によ

る懇談会では、子育てについての逆質問なども飛び出していた（図 4）。 
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図 4：2011 年 7 月 8 日の講演会の様子（左）と別室での託児室での様子（右）。 

 

 講演会には 3 家族 5 名（男性 2 名、女性 3 名）の参加があった。小規模な講演会のため、

小さなお子さん連れでも気兼ねすることがなく参加できた。また別室に託児室を設置し、

お子さんが退屈した場合でも遊んで過ごしてもらえるよう工夫した（図 4 右）。また、講演

会後の懇談では、小規模な講演会ならでは、であるが、細かな疑問にも応じられるなど、

参加者が講演内容をより深く理解し、身近に感じてもらうことができた。 

 

 

2.4 活動報告 3・子育て中のお母さん・お父さん向け「宇宙箱舟ワークショップ」 

 本年度第 3 回目のイベントとして、2012 年 1 月 29 日（日）に子育て中のお母さん・お

父さん向け「宇宙箱舟ワークショップ」を企画した。これは従来の講演会ではなく、参加

者がファシリテータと一緒に議論に加わる「ワークショップ」の形態を取っている（参考

資料 3 に講演会の案内チラシを掲載）。「宇宙に引っ越しする箱舟に何を乗せるか」という

問いを通じて、生き物のつながり、生物多様性、そして人間の文化の多様性などについて

議論を交わすことを目的としている（図 5）。ワークショップを牽引するファシリテータは、

京都大学物質－細胞統合システム拠点・研究員の水町衣里と京都大学宇宙総合学研究ユニ

ットの磯部洋明が務めることとした。会場は、京都大学医学部芝蘭会館別館（京都大学左

京区）の和室で行い、隣り合う部屋を託児室とし、お子さんの相手ができるようにした。4

家族の申し込み（全員女性）があったが、子供さんの体調不良などのためキャンセルが多

発し、残念ながら当日の参加者はなかった。 
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図 5：宇宙箱舟ワークショップで使用する、宇宙箱舟キット（左）と使用する「生き物カー

ド」の例(右)。 

 

 

2.5 活動報告 4・第5回宇宙総合学研究ユニットシンポジウム「人類はなぜ宇宙へ行くのか」 

 本年度の活動の最後として、2012 年 2 月 4 日（土）・5 日（日）に行われた第 5 回宇宙総

合学研究ユニットシンポジウム「人類はなぜ宇宙へ行くのか」での託児サービスの提供に

ついて調査した。本シンポジウムは、京都大学百周年記念館（京都市左京区）で開催され

た。京都大学大学院理学研究科・教授の柴田一成さんをはじめ、多数の講演があり、「人類

が宇宙を探査すること」の意義などについて、理学・工学・人文社会学の多方面から議論

がなされた（参考資料 4 に講演会の案内チラシを掲載；図 6）。シンポジウムには 2 日間で

延べ約 220 名の参加があった。 
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図 6：2012 年 2 月 4 日 5 日のシンポジウムの様子。 

 

大規模なシンポジウムだったので親子同室での開催は難しかった。そのため、別室に託児

室を設けた。託児室利用は 4 家族 5 名（女性 3 名、男性 2 名）であった（図 7）。また、託

児室を利用されたお子さんは生後 3 カ月から 7 歳までの 6 名であった。3 時間程度のみ利用

された方や、終日託児室を利用された方などさまざまであった。託児を利用された保護者

の方がパネルディスカッションの時間で質問されるなど、シンポジウムに集中して頂くこ

とができた。 
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図 7：2012 年 2 月 4 日・5 日に開催されたシンポジウムでの託児室の様子。 

 

 

 

3. アンケート結果 

 2.2 から 2.5 で述べた 4 つの講演会には、それぞれ、62 名（男性 21 名、女性 41 名）、5

名（男性 2 名、女性 3 名）、0 名、5 名（男性 2 名、女性 3 名）（シンポジウム参加者は 223

名）が参加者した。参加者の年代は、講演会の内容・形態に依らず、30 代が中心であった。

これはそもそも講演会の対象を「子育て世代」としているためである。アンケート結果に

ついては、「宇宙」でのサンプル数が少ないため、図表を用いての検討は行っていない。 

 

 取り上げるテーマと性別の関係 

 取り上げるテーマによって、参加者の性別の割合に差がでた。「宇宙」をテーマとする講

演会の場合、男性比率が上がって 4 割から半数程度となった。「生物多様性」、「放射線」で

は男女比がおおよそ 1:2 となっていた（表 1）。このように「男性うけする」講演会では、

平日昼間での開催にも関わらず、「仕事を休んで参加した」という男性が複数おられたこと

も印象的であった。 
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表 1：性別ごとの講演会参加者。( )書きは申し込み時点、< >書きは割合(%)。 

 講演会 1（放射線） 講演会 2（天文学） 講演会 3（生物多様性） 講演会 4（宇宙）

男 21 <34> 2 <40> 0 (0) <0> 2 <40> 

女 41 <66> 3 <60> 0 (4) <100> 3 <60> 

計 62 5 0 (4) 5 

 

 取り上げるテーマと科学への関心 

 「普段科学技術に対する関心はありますか？」「科学・技術に対する情報を積極的に調べ

ようと思いますか」のアンケート項目の結果に着目した。「宇宙」がテーマの講演会の場合、

ほぼ全ての参加者が、「ある・とてもある」と回答した。このような講演会では、もともと

科学に強い関心を抱いている人々が参加していることがわかった。一方、「放射線」につい

ては、「ある・とてもある」は 45%にとどまり、「あまりない・全くない」も 7%に上ってい

た。「放射線」講演会では例外的に「科学には普段あまり関心の無い」層からの参加者が多

かったといえる。このように社会的に大きな問題になっている話題がテーマである場合は、

普段興味を持たない人でもイベントに参加することが分かった。 

 また、イベントについての情報入手方法についても、「放射線」講演会と他の講演会では

違いが見られた。「宇宙」「科学」講演会では、こちらが発信した媒体（ホームページ、チ

ラシ、新聞）を介しての参加者が主であった。「放射線」講演会に関してのみは、「知人か

ら聞いた」という回答が 3 割程度となり、他の講演会と比べて高くなっていた。 
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図 8：「放射線」講演会でのアンケート結果の抜粋。 

 

 

 

4. 主たる成果と考察 

 我々は昨年度の本研究費にも「子育て中の親を対象とするアウトリーチ活動のニーズ調

査」を申請して採択されたが、参加者からこのような活動への強い要望は確認できたもの

の、普段インターネットや大学発の情報にアンテナを張っていない子育て中の保護者への

周知の方法に課題があることが分かった。 

 本年度は、講演会を 4 回開催した（2011 年 4 月 10 日、7 月 8 日、2012 年 1 月 29 日、2

月 4 日・5 日）。昨年度と同様、講演会の規模・話題・託児形態などを毎回変更しながら、

複数回開催した。講演会の話題は「放射線」「天文学」「生物多様性」「宇宙」などであった。

託児環境を整えることで、参加者は講演に専念できたようだった。参加者の知的好奇心を

満たすことができたと考えられる。参加者は近隣の住民が多数である一方、遠方から来ら

れる方もあり、その点からも関心の高さがうかがえた。講演会では、それぞれ、約 62 名、

5 名、0 名、6 名（シンポジウム参加者は 223 名）の参加者があり、講演会や託児サービス
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への満足度調査だけでなく情報の入手方法や入手した情報への理解度なども調査した。 

 

 考察 

 本研究で得られたアンケート結果から分かったことの一つに、「宇宙」をテーマとする講

演会の場合、参加者は「もともと科学への関心が強い」ということが挙げられる。つまり、

これらの講演会などのイベント情報に対しても普段から興味を持ち“アンテナ”を張って

おり、積極的に情報を入手して参加している姿が明らかとなった。ただし、「放射線」につ

いての講演会は例外であった。このことから、社会的に大きな問題となっているものをテ

ーマにした場合は、科学にあまり興味が無い層からであっても参加者が多くなることが分

かった。 

 また情報の入手方法についても、放射線講演会のみ「知人からイベントの情報を聞いて

参加」という方法が多くなることが分かった。これは、社会的に大きな関心事となってい

る話題については、特に普段からアンテナを張らなくてもローカルなネットワーク（口コ

ミ）などを通じて情報が伝わっている可能性を示唆している。また、知人と一緒にイベン

トに参加することで、講演会への参加という行動への不安を和らげている（一人では心細

い？）とも考えられる。 

 

 課題 

 子育て中という多忙な時期に、科学とふれあう時間をもつことは、生涯学習という点か

らも、また男女共同参画社会の基盤づくりという点でも、大きな意味を持つ。今後の課題

としては、そもそも子育て中の保護者を対象とするため、特に小さい子どものいる参加者

に配慮し、季節的・時期的な要素もイベント日程に反映する必要があることが挙げられる。

例えば、冬場の開催では当日キャンセルとなる参加者が多く、酷暑や梅雨時なども不適当

と考えられる。 

 また、自然科学に対して普段アンテナを張っていない（それほど興味を持っていない）

人への働きかけが不十分であることが明らかとなった（それらの人へは、イベントについ

ての情報が伝わっていない）。これらの人へのさらなる働きかけの方法を模索する必要があ

ると考える。 
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参考資料 1：2011 年 4 月 10 日の講演会案内チラシ 

  



16 
 

参考資料 2：2011 年 7 月 8 日の講演会案内チラシ 
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参考資料 3：2012 年 1 月 29 日の講演会案内チラシ 
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参考資料 4：2012 年 2 月 4 日・5 日のシンポジウム案内チラシ 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011 年度京都大学における男女共同参画に資する調査研究「子育て中の保護者を対象とする科

学コミュニケーション」（研究代表：浅井歩）による成果である。 

【メンバー】（ ）内は 2011 年度プロジェクト時点 

浅井 歩（京都大学宇宙総合学研究ユニット・特定助教） 

磯部 洋明（京都大学宇宙総合学研究ユニット・特定講師） 

水町 衣里（京都大学物質－細胞統合システム拠点・特定研究員） 

永田 伸一（京都大学大学院理学研究科・助教） 

渡邉 皓子（京都大学大学院理学研究科・博士後期課程） 

羽田 裕子（京都大学大学院理学研究科・博士後期課程） 
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